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クロスニコル 10mm

10mmオープンニコル

【SKB-3-1(Ts1aユニット)】
○旧海食崖を形成する基盤岩である火山礫凝灰岩由来の礫及び粘土鉱物を主体とし，角ばった砂粒径の砕屑物がわずかに混じる。
○火山礫凝灰岩由来の礫は，比較的大きな角礫である。
○最下部にはM1ユニットが認められる。

①

1mmオープンニコル 1mm

＜拡大写真①＞

クロスニコル

1mmオープンニコル 1mm

＜拡大写真②＞
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①

②

：火山礫凝灰岩由来
の礫

③-2 薄片観察-SKB-3-1- 一部修正(R2/4/16審査会合)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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○開削調査箇所(南側)南側壁面の背後法面において，鉛直方向に連続的に火山ガラス及び重鉱物の屈折率分析・主成分分析を実施し
た(測線SKB-a-G※，SKB-d，SKB-d’及びSKB-e)。

○対象箇所は以下のとおり。
・各壁面におけるM1ユニット，Ts3bユニット及び盛土
・M1ユニットに挟在する斜面堆積物であるTs1aユニット，Ts1bユニット及びTs2ユニット

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

③-3 火山ガラス及び重鉱物分析結果

【火山ガラス分析】
○火山ガラスの屈折率測定・主成分分析の結果，盛土中には，Spfa-1及び洞爺火山灰(Toya)に対比される火山ガラスの混在が認められる

ものの，各ユニットには，洞爺火山灰(Toya)に対比される火山ガラスは認められない。
【重鉱物分析】
○重鉱物(斜方輝石及び角閃石)の屈折率測定の結果，各ユニットは，いずれも概ね同様な範囲にブロードな頻度分布を呈し，特有なピーク

は認められない。
○重鉱物(斜方輝石及び角閃石)の主成分分析の結果，各ユニットにおける主元素組成の各分布範囲は，概ね同様である。

※当該測線における重鉱物分析は，屈折率測定のみ実施。



283283 ５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

③-3 火山ガラス及び重鉱物分析-調査位置図-

開削調査箇所(南側) 南側壁面の背後法面 壁面スケッチ

M1ユニット

基盤岩

Ts2ユニット

← SE NW →

SKB-d

SKB-d’

SKB-e

Ts1aユニット

Ts1bユニット

Ts3aユニット及びTs3bユニット

SKB-a-G

T-1(盛土)

T-3(砂)

T-2
(礫混じりシルト混じり砂)

開削調査箇所(南側) 南側壁面 火山ガラス分析位置

← NE SW →

Ts3aユニット及び
Ts3bユニット

M1ユニット

盛土

(凡 例)調査項目

： 測線

： 火山ガラス及び重鉱物分析実施箇所

：Ts1a,bユニット
：M1ユニット
：基盤岩

開削調査箇所(南側)平面模式図

南側壁面

南側壁面の
背後法面

：盛土
：Ts3a,bユニット
：Ts2ユニット
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③-3 火山ガラス及び重鉱物分析-屈折率測定結果(1/2)-

M1ユニット

Ts2ユニット

M1ユニット

Ts3bユニット

M1ユニット

盛土

EL.約50m

EL.約49m

EL.約48m

EL.約47m

SKB-d’及びSKB-d
火山ガラス及び重鉱物分析結果

一部修正(R2/8/7審査会合)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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Ts2ユニット

M1ユニット

EL.約49m

EL.約48m

SKB-e 火山ガラス及び重鉱物分析結果

M1ユニット

Ts1bユニット

M1ユニット

Ts1aユニット

③-3 火山ガラス及び重鉱物分析-屈折率測定結果(2/2)- 一部修正(R2/8/7審査会合)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

特 徴 火山ガラス 斜方輝石 角閃石

バブルウォールタイプ・
パミスタイプの
火山ガラス主体

1.494-1.498

1.711-1.761
(1.758-1.761, 
1.712-1.729

bimodal)

1.674-1.684

Ts3bユニット

SKB-a 火山ガラス及び重鉱物分析結果

M1ユニット

盛土

(参考)洞爺火山灰(Toya)の屈折率(町田・新井，2011より)
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凡 例

(盛土)

(Ts3bユニット)

(Ts2ユニット)

(Ts1bユニット)

開削調査箇所(南側) 測線SKB-d’，測線SKB-d及び測線SKB-e
火山ガラスの主元素組成(ハーカー図)

Toya ToyaToya

Toya

Toya Toya

Toya

Toya

Spfa-1

Spfa-1

Spfa-1

Spfa-1

Spfa-1
Spfa-1

Spfa-1

Spfa-1

開削調査箇所(南側) 測線SKB-d’，測線SKB-d及び測線SKB-e
火山ガラスのK2O-TiO2図(左図)，K2O-Na2O図(右図)

Toya
Toya

Spfa-1

Spfa-1 ※1

※2

※1

一部修正(R2/8/7審査会合)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

③-3 火山ガラス分析-主成分分析結果(1/2)-
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開削調査箇所(南側) 測線SKB-a
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③-3 火山ガラス分析-主成分分析結果(2/2)- 一部修正(R1/11/7審査会合)

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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③-3 重鉱物分析-主成分分析結果(1/2)-

Mg#=100Mg/(Mg+Fe) 
開削調査箇所(南側) 測線SKB-d’，測線SKB-d及び測線SKB-e

斜方輝石Opx 主元素組成
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凡 例
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５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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角閃石Ho 主元素組成

③-3 重鉱物分析-主成分分析結果(2/2)-
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５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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③-4 斜長石分析結果

○斜長石を用いた屈折率測定・主成分分析を実施した。
○対象箇所は以下のとおり。

・各壁面におけるM1ユニット，Ts3aユニット及びTs3bユニット
・基盤岩(旧海食崖)である火山礫凝灰岩及び砂質凝灰岩
・M1ユニットに挟在する斜面堆積物であるTs1aユニット，Ts1bユニット及びTs2ユニット

○また，M1ユニットは海成堆積物であるため，比較的遠方の砕屑物が含まれる可能性があることから，敷地の後背地に分布する花崗岩類
(花崗閃緑岩)においても，斜長石分析を実施した(P294参照)。

○屈折率測定の結果，各ユニットにおいて，以下の傾向が認められる。
・M1ユニット，Ts3aユニット，Ts3bユニット，Ts2ユニット及びTs1bユニットに認められる斜長石の屈折率は，いずれも中性斜長石の範囲を
示すものが多く，基盤岩のうち火山礫凝灰岩のものと同様である。

・Ts1aユニットに認められる斜長石の屈折率は，中性斜長石～Caに富む斜長石の範囲を示すものが多く，基盤岩のうち砂質凝灰岩のも
のと同様である。

・敷地の後背地に分布する花崗閃緑岩に認められる斜長石の屈折率は，Naに富む斜長石の範囲を示すものが多いが，各ユニットにおい
て，同様な傾向を示すものは認められない。

○主成分分析の結果，斜長石の主元素組成は，いずれも中性斜長石の範囲を示すものが多く，屈折率測定の結果と調和的である。

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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開削調査箇所(南側) 南側壁面の背後法面 壁面スケッチ開削調査箇所(南側) 南側壁面の背後法面 壁面スケッチ

M1ユニット

基盤岩

Ts2ユニット

Ts1aユニット

← SE NW →

Ts1bユニット

側溝設置跡(海側壁面)

小段部(海側壁面)

Ts3aユニット及び
Ts3bユニット

開削調査箇所(南側) 南側壁面 壁面スケッチ

← NE SW →

M1ユニット

Ts3aユニット及び
Ts3bユニット

SKB-a

Ts1b

(凡 例)調査項目

： 斜長石分析試料作成箇所

Ts1a

Ts2SKB-Tl

SKB-Ts

③-4 斜長石分析-調査位置図(1/3)-

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

：Ts1a,bユニット
：M1ユニット
：基盤岩

開削調査箇所(南側)平面模式図

南側壁面

南側壁面の
背後法面

：盛土
：Ts3a,bユニット
：Ts2ユニット



293293

開削調査箇所(南側)側溝設置跡(海側壁面) スケッチ

← SE NW →

横断掘削
箇所①

開削調査箇所(南側)横断掘削箇所① スケッチ

北側壁面

← SW NE → ← NE SW →

南側壁面

SKB-②SKB-⑥ SKB-⑤ SKB-④ SKB-③ SKB-①SKB-⑧ SKB-⑦

横断①北

開削調査箇所(南側) 海側壁面 スケッチ

← NW SE →

北側壁面 南側壁面

← SW NE → ← NE SW →

開削調査箇所(南側)横断掘削箇所③ スケッチ

横断③北

SKB-海側
-SP1.2

SKB-海側
-SP2.2

③-4 斜長石分析-調査位置図(2/3)-

(凡 例)調査項目

： 斜長石分析試料作成箇所

横断掘削
箇所③

横断掘削
箇所①

横断掘削
箇所③

Ts3bユニット

Ts3aユニット

Ts2ユニット

Ts3aユニットTs3bユニット

Ts3aユニット M1ユニット

M1ユニット

Ts3bユニット

Ts3aユニット

M1ユニット

M1ユニット

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

(凡例)

：Ts3aユニット
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堀株川

泊発電所

岩内平野

敷地近傍の地質図

共和台地

岩内低地

岩内台地

Loc.A

③-4 斜長石分析-調査位置図(3/3)-

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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③-4 斜長石分析-屈折率測定結果-

○屈折率測定の結果，各ユニットにおいて，以下の傾向が認められる。
・M1ユニット，Ts3aユニット，Ts3bユニット，Ts2ユニット及びTs1bユニットに認め
られる斜長石の屈折率は，いずれも中性斜長石の範囲を示すものが多く，基
盤岩のうち火山礫凝灰岩のものと同様である。

・Ts1aユニットに認められる斜長石の屈折率は，中性斜長石～Caに富む斜長
石の範囲を示すものが多く，基盤岩のうち砂質凝灰岩のものと同様である。

・敷地の後背地に分布する花崗閃緑岩に認められる斜長石の屈折率は，Naに
富む斜長石の範囲を示すものが多いが，各ユニットにおいて，同様な傾向を示
すものは認められない。

凡例

：Ts3bユニット

：Ts3aユニット

：M1ユニット

：基盤岩

：敷地の後背地に分布する
花崗岩類(花崗閃緑岩)

：Ts1a，Ts1b及びTs2ユニット

中性斜長石の範囲を示すものが多い

中性斜長石～Caに富む斜長石の範囲を
示すものが多い

Naに富む斜長石の範囲を示すものが多い

SKB-a_Ts3b

SKB-①_Ts3b

SKB-②_Ts3b

SKB-海側-SP1.2_Ts3b

SKB-③_Ts3b

SKB-海側-SP2.2_Ts3b

SKB-④_Ts3b

SKB-⑤_Ts3b

横断①北_Ts3b

SKB-⑥_Ts3b

SKB-⑦_Ts3a

SKB-⑧_Ts3a

横断③北_Ts3a

SKB-a_Ts3a

SKB-①_Ts3a(シルト主体)

SKB-①_Ts3a(砂主体)

SKB-海側-SP1.2_Ts3a(シルト主体)

SKB-海側-SP1.2_Ts3a(砂主体)

SKB-海側-SP2.2_Ts3a

SKB-③_Ts3a(砂主体)

SKB-③_Ts3a(シルト主体)

SKB-④_Ts3a

SKB-⑤_Ts3a

横断①北_Ts3a

SKB-⑥_Ts3a

SKB-a_M1

SKB-①_M1

SKB-②_M1

SKB-海側-SP1.2_M1

SKB-③_M1

SKB-海側-SP2.2_M1

SKB-④_M1

SKB-⑤_M1

横断①北_M1

SKB-⑥_M1

SKB-⑦_M1

SKB-⑧_M1

横断③北_M1

Ts2_上_M1

Ts2_下_M1

SKB-Tl(火山礫凝灰岩)

SKB-Ts(砂質凝灰岩)

Loc.A_Gr(花崗閃緑岩)

Ab oligoclase andesine labradolite bytownite An

Ts1a

TS1b

Ts2

横断③北_Ts2

1.532 1.544 1.554 1.565 1.573

Naに富む斜長石 中性斜長石 Caに富む斜長石

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分
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Or

Ab An

Or

Ab Anoligoclase andesine labradorite bytownite oligoclase andesine labradorite bytownite

Ts3bユニット Ts3aユニット

③-4 斜長石分析-主成分分析結果(1/2)-

凡例 凡例

○主成分分析の結果，斜長石の主元素組成は，いずれも中性斜長石の範囲を示すものが多く，屈折率測定の結果と調和的である。

Naに富む斜長石 中性斜長石 Caに富む斜長石Naに富む斜長石 中性斜長石 Caに富む斜長石

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に分布する堆積物の地層区分
５．１．２ 開削調査箇所（南側）

（１）地層区分及びユニット区分

SKB-a_Ts3b SKB-①_Ts3b

SKB-②_Ts3b SKB-海側-SP1.2_Ts3b

SKB-海側-SP2.2_Ts3b SKB-③_Ts3b

SKB-④_Ts3b SKB-⑤_Ts3b

横断①北_Ts3b SKB-⑥_Ts3b

SKB-a_Ts3a SKB-①_Ts3a(シルト主体)
SKB-①_Ts3a(砂主体) SKB-海側-SP1.2_Ts3a(シルト主体)
SKB-海側-SP1.2_Ts3a(砂主体) SKB-海側-SP2.2_Ts3a
SKB-③_Ts3a(砂主体) SKB-③_Ts3a(シルト主体)
SKB-④_Ts3a SKB-⑤_Ts3a
横断①北_Ts3a SKB-⑥_Ts3a
SKB-⑦_Ts3a SKB-⑧_Ts3a
横断③北_Ts3a


